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【元旦に百円御籤引きぬくと 一番大吉欣喜雀躍】 
  
元旦の午後に近所の久が原東部八幡神社へ初詣。 
賽銭も手元にある小銭と相談で賽銭限、もとい最低限に 

抑えて願掛けも絞り込んで家内安全と健康長寿のみにする。 
 高齢時代の恒例行事は御籤確認だけだ。 
 という基本方針に則り 100円を投入して引く。 
 第一番のお御籤は、大吉と書かれてある。 
こいつは春から縁起が良い。 
 
昨年の正月から復活した秋葉原・昌平幼稚園でのゲームボ

ランティアが 2回。シニアステーション向けが 1回。今年追
加依頼を受けた千葉市の小学校向けが 2回。なんとゲームボ
ランティアが 5回ある正月となり、謝金（借金ではない！）
合計が一万円ちょっと。一番大吉の効果があったかも。 
   
洒落飛ばし謝礼受け取る年明けは 巳年の実入りへビーの予感 
交通費出さずに回る初詣 一番大吉感謝感激 

 
【緊急の故郷帰省お見舞いは 経過良好一旦安堵】 
 
97歳になる（小生の二回り上なので年齢を忘れる事は無い）お袋が急遽入院。会える時に会っ

ておかなくてはと、一泊二日で長崎へ帰省した。 
相模原在住の下の妹と往復の航空便を合わせ、21日午後に入院先の病院到着。面談は 30分、3

人までというので長崎在住の長妹と 3人で見舞う。担当女医さんから入院後回復途上にあるとい
う説明を受けて、幾分かほっとする。入院は暫く続くという状況だが、帰省して顔を見ることが
できて、いい親孝行になっていると思うことにした。 
帰省した日の夕食は下の妹と行列人気の「勝鹿」でとんかつ定食。 
食後暫し散歩のあと、午後 9時に日経新聞長崎支局長となっている若杉敏

也氏とホテルで会う。若杉氏は小生の新聞デビューの記事（ゲームに嵌まる
サラリーマンという内容）を書いてくれた記者であり、その後ジョークサロ
ン創設者の山下廣蔵さんとの縁を繋いでくれたのだ。面談は 15分程度で終
わり、彼はそれから夕食とのこと。新聞記者は忙しいものですね。 

22日は午前中に親父の墓参りやお土産購入。安堵の気持が大きくなり、

からすみ（廉価なパウダー）・カステラやらなにやらかにやら、長崎弁かる

たや世界遺産になった軍艦島関連本やハガキ・マグネット等購入。 

昼は「朝次郎（「○昼でも○夜でも朝次郎」）」で安くて旨い刺身定食。 
 午後 2時からの見舞いは規則通り制限時間 30分だが、回診治療が入った
ので中断延長となった。妹が「昨日、今日とお兄ちゃんにご馳走して貰っ
たのよ」と報告するとお袋の顔に笑みが浮かんだ。これも親孝行かも。 
 夕方の飛行機まで数時間あるので、眺望絶佳の稲佐山（333M）に登るこ
とにした。行きは 2020年 1月開業のスロープカー。帰りはロープウェイ
（開業は 1959年 10月）。頂上付近にとどまったのは僅か数分の
強行観光を敢行した。 
 初めてのスロープカー。数十年ぶりのロープウェイ。 
強行日程の帰省でのちょっとした息抜きだったが、完成したば

かりというピーススタジアム（ピースタ）を見ることが出来た。 
 
帰るたび様変わりする長崎で 変わらぬものは和華蘭の味 
年末に軍艦島のドラマ見て 長崎のこと知らぬ身を知る 
幼き日母に習いしことどもが ふと蘇る見舞いの帰省 
「美味しい」が読めず尋ねた幼き日 今蘇る「おいしい」の声 



「新 長崎弁かるた」 から「のもとこういち」の読み札・取り札を笑介します。  

 
 
 



特別付録です。 
会社時代の後輩で現在は伝笑鳩読者の平光庸司氏から思いがけない手紙が到着。 
涙が出るような所もありましたが、笑いながら拝読しました。ご笑覧下さい。 
下は上をしっかり見ているのですねぇ。続編を期待している次第です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


